
令
和
の
米
騒
動
に
始
ま
る
狂

乱
物
価
、
物
価
値
上
げ
の
波
は
と

ど
ま
る
気
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

５
年
に
一
度
の
年
金
制
度
見
直

し
の
年
で
す
が
、
通
常
国
会
で
自

民
・
公
明
・
立
憲
民
主
が
賛
成
し
、

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
等
含
む
先

送
り
を
決
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。

年
金
生
活
者
に
と
っ
て
は
非
常

に
大
変
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
消
費
税
は
社
会
保
障
費
の
財

源
で
あ
り
、
減
税
は
あ
り
得
な
い
」

と
石
破
首
相
が
叫
ん
で
い
ま
し
た

が
、
今
話
題
と
な
っ
て
い
る
ガ
ソ

リ
ン
代
の
暫
定
税
率
（
２
５
．
１

円
）
を
廃
止
す
る
か
ど
う
か
協
議

会
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ガ
ソ
リ
ン
暫
定
税
率
は
、
田

中
角
栄
内
閣
時
代
に
、
特
定
財
源

の
「
ガ
ソ
リ
ン
税
」
と
し
て
徴
収

し
始
め
ま
し
た
。
昔
は
道
路
新
設

の
工
事
現
場
に
、
「
こ
の
道
路
は

ガ
ソ
リ
ン
税
に
よ
り
新
設
し
て
い

ま
す
。
」
と
い
う
看
板
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
２
０
０

９
年
に
特
定
財
源
の
「
ガ
ソ
リ
ン

税
」
を
一
般
財
源
に
編
入
し
た
た

め
、
「
ガ
ソ
リ
ン
暫
定
税
」
と
し

て
現
在
ま
で
に
至
っ
て
い
ま
す
。

消
費
税
は
社
会
保
障
費
の
た
め
に

使
用
し
て
い
る
と
説
明
し
て
い
ま

す
が
、
社
会
保
障
費
の
為
だ
け
に

使
う
の
で
あ
れ
ば
特
定
財
源
と
し

て
他
の
目
的
に
は
使
用
で
き
な
い

よ
う
に
す
れ
ば
良
い
が
、
現
実
は

一
般
財
源
と
し
て
徴
収
し
て
い
ま

す
。
自
公
政
権
が
参
議
院
で
も
過

半
数
を
割
り
、
新
し
い
政
治
情
勢

に
な
っ
て
い
ま
す
。

野
党
が
こ
ぞ
っ
て
公
約
し
た

「
消
費
税
減
税
」
が
、
現
実
の
も

の
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

年
金
者
組
合
は
「
楽
し
み
７
分
・

活
動
３
分
」
で
、
新
し
く
「
折
り

紙
サ
ー
ク
ル
」
「
麻
雀
ク
ラ
ブ

（
準
備
会
）
」
を
始
め
、
皆
で
今

年
も
楽
し
く
活
動
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
力
を
お
借
り
し
、
一

年
間
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

年
金
者
組
合
越
谷
支
部

支
部
長

和
田

幸
雄

７
月
29
日
（
火
）
13
時
よ
り
越

谷
市
北
部
市
民
会
館
の
第
３
会
議

室
で
越
谷
支
部
の
第
33
回
定
期
総

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

議
長
に
は
３
班
の
伊
東
正
隆
さ

ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
組
合
員
数
２
１
０
名
中
、

参
加
者
36
名
、
委
任
状
１
２
９
で

組
合
員
の
過
半
数
を
超
え
総
会
は

成
立
し
ま
し
た
。

和
田
支
部
長
の
挨
拶
の
後
、
来

賓
と
し
て
石
井
県
本
部
副
委
員
長
、

河
田
越
労
連
議
長
、
越
谷
社
会
保

障
協
議
会
の
斎
藤
会
長
、
民
主
市

政
を
め
ざ
す
越
谷
市
民
の
会
の
大

里
代
表
、
越
谷
市
民
ネ
ッ
ト
の
清

水
市
議
会
議
員
、
日
本
共
産
党
越

谷
市
議
団
の
工
藤
市
議
会
議
員
か

ら
祝
辞
を
い
た
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
福
田
越
谷
市
長
、
埼
玉

土
建
一
般
労
働
組
合
越
谷
支
部
の

関
口
支
部
長
、
新
日
本
婦
人
の
会

の
高
橋
支
部
長
、
埼
玉
東
民
主
商

工
会
の
木
村
会
長
、
全
日
本
年
金

者
組
合
松
伏
支
部
の
金
橋
書
記
長
、

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
越
谷
の
浅
古
市
議
会
議

員
、
平
和
・
民
主
・
革
新
の
日
本

を
め
ざ
す
越
谷
の
会
の
米
川
代
表

世
話
人
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
（
２
面
へ
続
く
）
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今回の配布物に「３つの大会代表派遣募金のお願い」袋が入っています。役員にお渡しください。

①2025・原水爆禁止世界大会 ②第70回 日本母親大会 ③第38回 日本高齢者大会

コ
メ
問
題
を
考
え
る

２０２５年

３２７号

８月２０日（水）

参
議
院
選
挙
が
行
わ
れ
、
結
果
は
自
公
が
過
半

数
割
れ
と
な
り
ま
し
た
が
、
大
事
な
問
題
や
国
民

の
望
む
方
向
の
議
論
も
少
な
く
、
争
点
ず
ら
し
に

よ
り
、
曖
昧
に
な
つ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

米
の
問
題
も
大
切
で
す
。

農
水
省
が
調
べ
た
コ
メ
相
対
価
格
（
玄
米
60
キ

ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
）
は
24
年
２
月
に
１
万
５
３
０

３
円
か
ら
、
８
月
、
１
万
６
１
３
３
円
。

「
新
米
が
出
れ
ば
値
段
は
落
ち
着
く
」
と
、
24

年
産
新
米
の
相
対
価
格
は
９
月
に
２
万
２
７
０
０

円
で
、
今
年
４
月
は
２
万
７
１
０
２
円
ま
で
上
昇

し
ま
し
た
。
１
年
前
の
75
％
高
に
。

小
売
価
格
の
値
上
が
り
が
大
き
く
、
ス
ー
パ
ー

の
店
頭
価
格
は
５
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
４
０
０
０

円
を
超
し
、
２
倍
に
な
っ
た
。

農
水
省
は
24
年
産
の
コ
メ
の
生
産
量
が
前
年
に

比
べ
て
18
万
２
０
０
０
ト
ン
増
え
て
６
７
９
万
２

０
０
０
ト
ン
に
な
り
、
「
数
字
の
上
で
は
需
給
は

均
衡
し
て
い
る
」
「
コ
メ
が
流
通
段
階
で
滞
留
し

て
い
る
」
「
高
値
に
な
る
こ
と
を
見
越
し
て
、
農

家
や
流
通
業
者
、
新
規
参
入
業
者
が
少
し
づ
つ
手

持
ち
を
増
や
し
、
市
場
に
出
回
る
コ
メ
が
薄
く
な
っ

た
」
と
米
不
足
を
認
め
ず
、
備
蓄
米
放
出
も
対
策

を
取
ら
な
か
っ
た
。
米
は
政
府
米
と
自
主
流
通
米

(

１
９
６
９
年
産
米
か
ら
制
度
化)

が
あ
り
、
政
府

米
の
場
合
は
生
産
者
価
格
は
毎
年
米
価
審
議
会
の

議
論
を
経
て
政
府
が
決
定
し
、
需
給
の
見
通
し
を

農
水
省
が
決
め
て
農
協
や
関
係
者
に
示
し
、
農
協

が
買
い
上
げ
る
金
額
や
量
を
決
め
て
い
る
。

24
年
ま
で
コ
メ
需
給
量
の
予
測
を
農
水
省
が
毎

年
10
万
ト
ン
減
ら
し
き
た
。
今
年
秋
の
コ
メ
生
産

量
は
７
１
９
万
ト
ン
と
大
き
く
増
え
る
と
さ
れ
て

い
る
。
23
年
の
生
産
量
６
６
１
万
ト
ン(

水
陸
稲

の
収
穫
量
、
農
水
省
よ
り)

。
米
の
流
通
は
、
こ

の
他
、
自
主
流
通
米
は
生
産
者
か
ら
直
接
買
う
業

者
に
よ
る
価
格
上
昇
も
あ
る
。
農
家
か
ら
少
量
の

直
接
売
買
す
る
価
格
量
は
把
握
で
き
な
い
。

コ
メ
が
こ
ん
な
に
高
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は

単
純
に
農
水
省
が
減
反
政
策
を
続
け
、
補
助
金
を

与
え
て
コ
メ
の
生
産
調
整
を
行
い
、
生
産
量
は
年
々

減
少
し
て
い
た
。
米
の
増
産
と
安
定
供
給
に
国
が

責
任
を
持
つ
農
政
を
大
転
換
し
、
減
反
・
減
産
か

ら
増
産
し
市
場
任
せ
に
せ
ず
、
農
家
へ
の
所
得
補

償
と
価
格
保
償
で
農
業
の
再
生
を
目
指
し
、
農
産

物
の
輸
入
自
由
化
路
線
を
や
め
、
自
国
で
食
べ
る

も
の
は
自
国
で
作
り
、
食
料
自
給
率
を
高
め
、
国

の
農
業
予
算
を
増
や
こ
と
が
必
要
で
す
。

（
川
原
利
雪
）

新
し
い
執
行
部
で
力
を
合
わ
せ
頑
張
り
ま
す

組
合
員
の
皆
さ
ん
、
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い

越
谷
支
部第

33
回
定
期
総
会


